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 都市交通戦略に位置づけられた施策の進捗状況 

施策全体の進捗状況 
施策の実施状況 

表 1-1 施策の実施状況（令和 3 年度時点） 
【施策分類Ａ（完了が明確な施策）：76】 

完了 整備（作成）中 未着手 
8（10.5%） 68（89.5%） 0（0%） 

【施策分類Ｂ（完了が明確でない施策）：87】 
取組改善 取組中 未着手 

0（0%） 86（98.9%） 1（1.1%） 
※施策数には再掲を含み、評価対象外を除く 

＜参考：令和 3 年度の実施状況が、未着手と評価された施策＞ 
【施策分類Ｂ（完了が明確でない施策）】 
未着手(2)：1-1-8 バスの輸送力の強化 

施策の計画に対する進捗状況 

表 1-2 施策の計画に対する進捗状況（令和 3 年度時点） 
【施策分類Ａ（完了が明確な施策）：68】 

前倒しで実施 計画通りに実施 進捗の遅れ 

0（0%） 55（80.9%） 13（19.1%） 

【施策分類Ｂ（完了が明確でない施策）：87】 
0（0.0%） 80（92.0%） 7（8.0%） 

※施策数には再掲を含み、完了・評価対象外を除く 

＜参考：令和 3 年度の施策の計画に対する進捗状況が、進捗の遅れと評価された施策＞ 

【施策分類Ａ（完了が明確な施策）】 
進捗の遅れ(10)：1-1-1／2-2-2／3-1-1／4-1-1[再] 都市計画道路の整備、1-2-3 自転車ネットワーク路線の整備、

3-1-5 浦和駅西口南高砂地区の整備による回遊性の向上 
⇒用地買収・関係者協議等に時間を要したため 

【施策分類Ｂ（完了が明確でない施策）】 
進捗の遅れ(6)：1-1-8 バスの輸送力の強化、1-3-1／4-2-5[再] モビリティ・マネジメントの推進、4-2-1 交通規

制による歩行空間の快適化、4-2-15 交通結節点における駐輪場整備の促進 
⇒財源の確保、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止／中断、県との調整のため 

 

方針ごとの施策の進捗状況 
1-2-1. 方針 1：市内のアクセス性が高い交通体系の整備 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
1-2-2. 方針 2：広域的なアクセス性が高い交通体系の整備 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

施策番号：1－2－2 

北区吉野町地区乗合タク

シー新規導入 

桜区大久保・中央区西与

野地区乗合タクシー新規

導入 

施策番号：1－1－1 

岩槻中央通り線（岩槻橋）

において仮橋整備工事） 

施策番号：1－2－5 

駐車料金と内宿駅～大宮間

の往復割引乗車券がセット

になったマイカーパス販売 

施策番号：2-2-1 

新大宮上尾道路宮前地区橋

梁基礎工事の着手 

施策番号：2-1-2 

広報・PR 活動の実施・長距

離バスターミナル本格整備の

検討・関係事業調整 
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1-2-3. 方針 3：市内の都心・副都心内の充実した交通環境の提供 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1-2-4. 方針 4：安全・安心で誰もが移動しやすい交通環境の提供 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 都市交通戦略の評価 

基本目標に対する評価指標 

 

 
 
 
 
2-1-1. 移動に関する満足度（総合的な交通利便性に対する満足度） 

 
 
 
 
 
 
 
 
2-1-4. 交通手段における満足度と重要度の関係 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜参考：令和 3 年度＞ 
 
 
 
 
 

施策番号：3-1-4 

歩行者専用化の延伸に向けた交通実態

調査の実施 

施策番号：3-2-5 

シェア型マルチモビリティ実証実験及

び結果検証を実施 

施策番号：3-2-6 

AI オンデマンド交通サービス実証事業

「みその RED バス」実施 

施策番号： 4-2-9 

民間事業者によるシェア

リングスクーターポート

18 か所設置（累計） 

施策番号： 4-2-12 

浦和駅西口総合案

内表示機設置 

基本目標：都市活動を支える利用しやすい移動環境の確保 

○ さいたま市の交通の利便性に関する満足度 

基本目標に対する評価指標 

図 2-1 移動に関する満足度（満足・やや満足／経年変化） 
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図 2-8 交通手段における満足度と重要度の関係 
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2-1-5. 方針に対する評価指標の定量的変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

方針１「市内のアクセス性」に対応するアウトカム指標 

 

方針２「広域的なアクセス性」に対応するアウトカム指標 

 

 

 

 

 

方針３「市内の都心・副都心内の充実した交通環境」に対応するアウトカム指標 

 

 

 

 

 

方針４「安全・安心で誰もが移動しやすい交通環境」に対応するアウトカム指標 
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図 2-2 鉄道乗車人員の推移 
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図 2-3 路線バス利用者数の推移 
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図 2 21 大宮駅の新幹線乗車人員の推移（1 日平均） 
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(千回) 図 2 27 シェアサイクル月別利用回数 
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図 2 32 さいたま市における人身交通事故発生件数の推移 図 2 36 コミュニティバスの割引制度利用者数（障害者等）の推移 
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都市交通戦略の評価 
基本目標に対する評価 

都市活動を支える利用しやすい移動環境の確保 

□ さいたま市の交通利便性に関して、6 割強が満足またはやや満足しているという結果で、概ね横ばいで推
移しており、昨年度と比較して、微増となった。 

□ 交通手段別には、重要度の高い鉄道や徒歩の満足度が比較的高い一方で、コミュニティバス・乗合タクシ
ーは満足よりも不満に感じている人の割合がやや大きい状況である。 
 市民が求めている（重視している）交通サービスを重点的に提供するほか、不満と感じた割合を減少さ

せる取組みなど、引き続きさいたま市における交通利便性向上のために、各種施策を推進していくこと
が必要である。 

 特に路線バスの重要度は高いものの満足度が低くなっている。バス待ち環境の改善やバリアフリー化な
ど、誰でもが利用しやすいサービスを提供すること、自転車等の端末交通手段との結節機能の整備など
による利便性の向上が期待される。 

 

 

 

 

方針に対する評価 

方針 1：市内のアクセス性が高い交通体系の整備 
□ 一部では進捗の遅れがみられるものの、新たな都市計画道路の整備(1-1-1)が着実に進められている他、乗

合タクシーの新規導入(1-2-2)、駅舎の機能向上(1-2-4)、 駐車料金と往復割引乗車券がセットになったマ
イカーパスを販売(1-2-5)などの取組が進められている。一方、公共交通機関の利用促進の機会であるカー
フリーデー、ノーマイカーデーは新型コロナウイルス流行の影響で中止となった。 

□ アウトプット指標である都市計画道路の整備率は前年度より上昇している。一方で、一部の路線について
は遅れも見られる。ハード整備にはそもそも時間を要するため、比較的短期的な効果も見込まれるソフト
施策も併せて実施、改善していくことが必要である。 

□ アウトカム指標である鉄道乗車人員、バス利用者数は、都市交通戦略策定時からは新型コロナウイルス感
染拡大の影響で大きく減少しているものの、前年度からは増加している。 
 
 市内のアクセス性は都市交通戦略策定時と比べ着実に向上していると考えられ、都市計画道路の整備な

どの市内の基幹交通ネットワークの強化と乗合タクシーの導入などの駅周辺のアクセス向上の取組みは
評価できる。 

 
方針 2：広域的なアクセス性が高い交通体系の整備 

□ 都市計画道路の整備(2-2-2)の一部で進捗の遅れがみられるものの、高速道路整備(2-2-1)や都市計画道路
(2-2-2)の事業化、道路網計画改定の検討など、全体に施策の進捗は計画どおりに整備や取組が進められて
いる。 

□ アウトプット指標としては R3 年度の都市計画道路整備に向けた用地交渉・買収、道路整備工事等が確認
された。なお、今年度バスターミナル発着便数及び大宮駅発新幹線ダイヤ本数を追加したため、次年度以
降はその変化についても確認を行う。 

□ アウトカム指標であるインターチェンジ利用台数は前年度に比べて減少している。一方、新幹線乗車人員
は前年度から増加、市内への観光入込客数も微増している。 
 
 新幹線乗車人員、観光入り込み客数など市外等の来訪者が増えているものの、新型コロナウイルスの影

響で人々の移動が大きく減少した影響を引き続き受けていると考えられる。一方で、施策が計画どおり
に進められている点は評価できる。 
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図 2 45 交通手段における満足度と重要度の関係 
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方針３：市内の都心・副都心内の充実した交通環境の提供 

□ 新型コロナウイルス流行によりカーフリーデー、ノーマイカーデーが中止になるなど施策に影響が出てい
るものの、ほとんどの施策は計画どおりに整備、取組が行われており、大宮駅周辺については、西口歩行
エリア(3-1-3)の詳細設計、ウォーカブルな空間形成推進のためのコンペ(3-1-9)が行われている他、サイク
ルポート施設の認定(3-2-2)、AI オンデマンド交通サービスの実証実験(3-2-6)などの地域内での多様な回
遊手段の提供が行われている。 

□ アウトプット指標に関して、R2 年度の都市計画道路整備率は都心では横ばい、副都心では増加している。 
□ アウトカム指標である都心・副都心の鉄道乗車人員は、都市交通戦略策定時からは新型コロナウイルス感

染拡大の影響で大きく減少しているものの、前年度からは増加している。特に都心での増加が大きい。シ
ェアサイクルについて、シェアサイクルポート数は民地を利活用した設置により、増加している。利用回
数にいついても全体として増加傾向であり R4 年 3 月の利用回数は実証実験開始以降最大となった。なお、
コミュニティサイクルは R4 年 1 月で運営が終了し、シェアサイクルへ移行している。 
 
 鉄道乗車人員は新型コロナウイルスの影響で大きく減少しているものの、特に都心駅で前年度からは

増加している他、シェアサイクルの利用回数は過去最大となり市内の移動が活発になっていると考え
られる。また、ほとんどの施策が計画通りの進められている点は評価でき、都心・副都心の交通環境の
充実が人々の移動を支えていくことが期待される。 

 
方針 4：安全・安心で誰もが移動しやすい交通環境の提供 

□ 新型コロナウイルスの流行により交通規制による歩行空間の快適化(4-2-1)の実施が困難となるなど施策
の一部で進捗の遅れはみられるものの、都市計画道路の整備(4-1-1)の事業化、用地買収等、生活道路・通
学路の安全対策(4-1-2)、自転車交通安全啓発活動の実施(4-2-3)などが計画どおりに進められている。 

□ アウトプット指標に関して、自転車通行帯延長は前年度より増加しており、整備進捗率は 89.4%となって
いる。また、浦和駅西口に総合案内表示機が設置され利用者の利便性の向上が図られた。 

□ アウトカム指標である人身事故件数、死傷者数、鉄道駅周辺の不法駐輪台数、自転車事故件数は都市交通
戦略策定時からは減少しているものの、前年度からは増加している。コミュニティバスの割引制度の利用
者数は前年度から増加しており、特に子供の利用が大きく増加している。 
 
 ハード及びソフトでの取組の多くは計画どおりに進められており、自転車通行帯延長の増加など多様

な交通手段で移動できる環境が提供されている。一方、人身事故件数、死傷者数、不法駐輪が増加して
おり、市街地の交通空間の安全性の向上に引き続き取組む必要がある。 

 


